
主な内容
●平成 29 年を振り返る ………………………………２ｐ
●年末年始の休日のお知らせ …………………………４ｐ
●冬休み遊んで学ぼう …………………………………５ｐ
●平成 29 年度の税制改正についてお知らせします …………６ｐ

　虻田漁港大磯地区につながる臨港道路が完成し、11
月 10日開通セレモニーが行われました。
　臨港道路は、有珠山噴火時に緊急避難場所となって
いる大磯地区に接続する道路として、11月１日から利
用を開始しています。
　セレモニーでは、テープカットの後、本町保育所の
園児たちと関係者で記念ウォーキングを行いました。

笑顔あふれる記念ウォーキング



TOYAKOマンガ
・アニメフェス

タ2017（6/24
～25）

第43回洞爺湖マラソン2017（5/21）
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０
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催
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新泉源の温泉水を活用した
地熱発電施設（3/10）

日本消防協会特別表彰「まとい」祝賀会（3/21）

新泉源の温泉水を活用した
地熱発電施設（3/10）

洞爺湖町月浦運動公園「ポロモイスタジアム」オープン（4/1）

広報とうや湖　2017年12月 2



洞爺湖町

10月
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   平成29年も洞爺湖に春の訪れを告げ
る洞爺湖マラソンや過去最高の約６万
人が参加したTOYAKOマンガ・アニ
メフェスタ2017、第1回北海道トラ
イアスロン大会、第30回北海道ツー
デーマーチなど１年を通して多くのイ
ベントが行われ、まちを盛り上げまし
た。                                  　　　  
　また、昭和52年の噴火から40年が経
過し、１市３町合同で有珠山噴火を想定
した避難訓練を行いました。                
　皆さんにとってどんな年でしたか？平
成29年の主な出来事を写真とともに振
り返ります。　  　         

第30回北海道ツーデーマーチ（9/9～10）
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（11月30日現在）

第30回北海道ツーデーマーチ（9/9～10）

１市３町合同
有珠山噴火総

合防災訓練（
10/3）

虻田漁港大磯地区完成に伴う臨港道路開通セレモニー（11/10）

振り返る平
成29年 振り返る振り返る振り返る振り返る振り返る振り返るを



洞爺湖管工事業協会当番表

主　な　施　設
12月 １月

30日 31日 １日 ２日 ３日 4日 ５日
（土）（日）（月）（火）（水）（木）（金）

社
会
教
育
施
設

虻田ふれ合いセンター
洞爺総合センター
あぶた母と子の館
あぶた体育館

● ● ● ● ● ● ●

読
書
の
家

あぶた読書の家
みずうみ読書の家 ● ● ● ● ● ● ●

そ
の
他

とうや水の駅 ● ● ● ● ● ● ●
道の駅あぷた ● ● ● ● ● ● ●
道の駅とうや湖 ● ● ● ● ● ●
観光情報センター ● ● ● ●
さわやかトレーニングセンター ● ● ● ● ● ● ●
いこいの家 ● ●
虻田火葬場 ● ●

月　日 当番業者 連絡先

12 月 31日（日）
㈱齊藤設備工業 ☎ 75-2707
㈱ゴウダ ☎ 76-5254

１月１日（月）
㈱ヒロセ配管設備 ☎ 76-3617
ホッコー建設運輸㈱ ☎ 76-3418

１月２日（火）
菖蒲設備 ☎ 76-4566
㈲大和設備 ☎ 76-3197

１月３日（水）
ホッコー建設運輸㈱ ☎ 76-3418
㈱齊藤設備工業 ☎ 75-2707

１月４日（木）
㈲大和設備 ☎ 76-3197

㈱ヒロセ配管設備 ☎ 76-3617

１月５日（金）
㈱ゴウダ ☎ 76-5254
菖蒲設備 ☎ 76-4566

　役場本庁舎、洞爺総合支所、洞爺湖温
泉支所の窓口は、年内は12月29日まで
です。年始は１月９日から業務を行いま
す。
　年末年始の戸籍の届出は、本庁舎で当
直員が受け付けます。
　12月30日から１月８日までの10日間
が閉庁となるため、１月４日のみ、住民
関連の窓口を開設します。
■開設日　１月４日（木）
■時　間　８時45分～17時30分
■業　務　戸籍謄抄本、住民謄抄本と印
鑑証明の発行、住民異動届出の受付、税
の証明、収納業務
■開設する課　住民課、健康福祉課、税
務財政課、会計課、洞爺湖温泉支所、洞
爺総合支所庶務課

　年末年始の水道・下水道の凍結や故障などは、次の当番
事業者までご連絡ください。

年
末
年
始
の

        
休
日
の

　
　    
お
知
ら
せ

町の業務
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ごみの出し方

可燃ごみと生ごみ

●虻田地区コミュニティバス
１月１～３日
●花和地区コミュニティタクシー
１月２日
●洞爺地区コミュニティバス
１月１～２日
●買い物支援バス
１月２日

洞爺湖町コミュニティバス・
タクシー運休日

メルトタワー21の体制

不燃ごみ・粗大ごみ

12 月 31日（日）
８時 30分～ 16時 30分
１月１日（月）～３日（水）
10時～ 14時 30分
問合せ ☎ 0143-50-2160

１月４日（水）～ 通常どおり収集

12月30日（土） 本町、洞爺湖温泉、
月浦、花和地区

12月29日（金） 洞爺地区

12月25日（月） 本町地区

12月15日（金） 洞爺湖温泉、月浦、
花和地区

12月21日（木） 洞爺地区

※注意※
洞爺湖温泉、月浦、
花和地区の１月の
不燃ごみの収集日
は、15日のみです。

■問合せ
環境課（☎ 74-3006）

12月31日 　   ～１月３日 収集なし（日） （水）

※午前８時までにごみステーションに出してください。

● … 休業



　通常は申し込みから 10 日以内にし尿収集に伺います
が、毎年年末年始は混雑しますので、余裕をもって申し
込んでください。12月 22 日までの申し込みは、年内に
行う予定で、年明けは１月９日から収集です。
♦冬期間のし尿収集
　冬期間、積雪や寒冷のため収集作業に支障をきたすこ
とがあります。円滑に収集できるよう、除雪や凍結防止
にご協力ください。
♦し尿処理料金について
　し尿収集が終わりましたら、その場で委託収集業者に

年末年始のし尿収集（汲み取り）のお願い
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通常は申し込みから 10 日以内にし尿収集に伺います

し尿収集の申
込みは

お早めに！

現金で納めるか、不在の場合などは、後日郵送される納
付書により、金融機関で納めてください。し尿処理料を
納め忘れた場合、し尿収集することができない場合があ
りますのでご注意ください。
♦留守の場合
　し尿収集する予定日ごろに留守にされますと、十分な
収集ができない場合があります。
■問合せ　住民課（☎ 74-3002）／洞爺湖温泉支所（☎
75-2281）／洞爺総合支所（☎ 82-5111）

詳細／申込み　☎ 75-2555
①クラフト体験「冬のモービル」
②クラフト体験「ステンドグラスサンキャッ
チャー」
■期　間　12月 15日（金）～平成 30年
１月 14日（日）
■時　間　９時～11時／ 13時 30分～ 16時
（１月４日～５日　10時～ 11時／ 13時～
14時）※時間内随時受付
■参加費　① 1個 400円②１枚 300円
■対象者　小学生～大人
■所要時間　① 30 ～ 40 分程度　② 40 ～
60分程度

洞爺湖ビジターセンター
・火山科学館 問合せ／申込み　☎ 0143-59-0319

～冬休みものつくり講座～
牛乳パックで作る収納ボックス
■日　時　12 月 26 日 ( 火 )13 時 30 分～
15時 30分
牛乳パックで作るするする気球
■日　時　12 月 28 日 ( 木 )13 時 30 分～
15時 30分
アルミ缶飛行機
■日　時　12 月 29 日（金）13時 30 分～
15時 30分
空き缶で作る　あ！機関車
■日　時　12月 30 日（土）13時 30 分～
15時 30分
■対　象　小学生
●各講座で定員は先着 15人、参加費は 300円
●申込期限　12 月 14日（木）～ 25日（月）まで

詳細／申込み　☎ 82-5999
～冬休み特別企画～
①たき火風キャンドル
②草木染め
■期　間　12 月 15 日（金）～平成 30
年１月 14日（日）
■時　間　９時～ 11 時／ 13 時～ 16 時

洞爺財田自然体験ハウス

西いぶりリサイクルプラザ西いぶりリサイクルプラザ

■洞爺湖ビジターセンター・火山科学館
12 月 31日（日）～平成 30年１月３日（水）
平成 30年１月４日～５日は 10時～ 15時
の短縮営業
■洞爺財田自然体験ハウス
毎週月曜日（祝祭日の場合は翌日）
12月 31（日）～平成 30年１月５日（金）

休館日

冬休み遊んで学ぼう

※時間内随時受付
■参加費　① 400 円② 600
円
■対象者　小学生～大人
■所要時間　30分～１時間程度



軽自動車税　改正３
▶軽自動車のグリーン化特例の期限延長
　排出ガス性能及び燃費性能の優れた軽自動車のグリーン化特例について、期限が２年間延長され平成
29年４月１日から平成 31年３月 31 日までに新規登録された軽減対象車両の翌年度分の軽自動車税が
軽減されます。

車種区分 標準税率
軽課税率

75％軽減
（ア）

50％軽減
（イ）

25％軽減
（ウ）

軽自動車
（四輪以上）

乗用 自家用 10,800 2,700 5,400 8,100
営業用 6,900 1,800 3,500 5,200

貨物用 自家用 5,000 1,300 2,500 3,800
営業用 3,800 1,000 1,900 2,900

（ア）電気自動車及び天然ガス自動車
（イ）

     
   
（ウ）

       

▶軽自動車税の環境性能割の創設
　平成 31年 10 月から軽自動車税に「環境性能割」が創設され、現行の軽自動車税は「種別割」と名称
が変更となり、軽自動車税は「環境性能割」と「種別割」の２つの構成となります。

区　　　分 税　率
電気自動車、天然ガス自動車 非課税

ガソリン車
ガソリンハイ
ブリッド車

★★★★（＊）かつ
平成 32年度燃費基準＋ 10％達成
平成 27年度燃費基準＋ 20％達成

非課税

★★★★（＊）かつ
平成 32年度燃費基準達成
平成 27年度燃費基準＋ 15％達成

１．０％

★★★★（＊）かつ
平成 27年度燃費基準＋ 10％達成 ２．０％

上記以外の車 ２．０％

環境性能割
　新車、中古車を問わず取得したとき、車
両の通常の取得価格が 50 万円を超える場
合に課税されます。この環境性能割は市区
町村税となりますが、軽自動車を取得した
時に販売店などを通じて都道府県に納め

② 今回の税制改正に伴う初年度の中間（予定）申告税額について

申告税額の引き下げは、平成31
年10月１日以後に開始する最初
の事業年度の予定申告のみとな
り、それ以降は「前事業年度の法
人税割額×６．０／前事業年度の
月数」となります。

　平成 31年 10 月１日以後に開始する最初の事業年度の法人税割の中間（予定）申告税額が引き下げと
なります。

前事業年度の法人税割額×６．０／前事業年度の月数

前事業年度の法人税割額×３．７／前事業年度の月数

事業年度　平成 31年９月 30日まで

事業年度　平成 31年 10月１日以後

中間（予定）申告税額

中間（予定）申告税額

ていただくことにな
り、納税の手続きは
現在の自動車取得税
と同様になります。

の

広報とうや湖　2017年12月 ６

平成 17 年排出ガス基準 75％低減達成車（★★★★）または平成 30 年排出ガス基準
50％低減達成車で平成 32年度燃費基準＋ 30％達成車
平成 17 年排出ガス基準 75％低減達成車（★★★★）または平成 30 年排出ガス基準                    
50％低減達成車で平成 27年度燃費基準＋ 35％達成車
平成 17 年排出ガス基準 75％低減達成車（★★★★）または平成 30 年排出ガス基準                    
50％低減達成車で平成 32年度燃費基準＋ 10％達成車
平成 17 年排出ガス基準 75％低減達成車（★★★★）または平成 30 年排出ガス基準                    
50％低減達成車で平成 27年度燃費基準＋ 15％達成車

乗　用：

貨物用：

乗　用：

貨物用：

★★★★（＊）：平成 17年排出ガス基準 75％低減達成



　これまで配偶者控除を受
ける方に所得の制限はあり
ませんでしたが、平成 31
年度以降の個人住民税につ
いて、右表の所得の区分に
応じた控除額となります。

配偶者控除を
受ける人の
合計所得金額

控　　除　　額

控除対象
配偶者

老人控除対象
配偶者

（70歳以上）
900 万円以下 33万円 38万円

900万円超 950 万円以下 22 万円 26万円
950万円超 1000 万円以下 11 万円 13万円

配偶者の合計所得 配偶者特別控除
の控除額平成 30年度まで 平成 31年度以降

38 万円超 45万円未満 38万円超 90万円以下 33万円
45万円超 50万円未満 90万円超 95万円以下 31万円
50万円超 55万円未満 95万円超 100 万円以下 26万円
55万円超 60万円未満 100 万円超 105 万円以下 21万円
60万円超 65万円未満 105 万円超 110 万円以下 16万円
65万円超 70万円未満 110 万円超 115 万円以下 11万円
70万円超 75万円未満 115 万円超 120 万円以下 ６万円
75万円超 76万円未満 120 万円超 123 万円以下 ３万円

個人住民税　改正1
▶配偶者控除を受ける納税義務者の所得制限の新設

▶配偶者特別控除の対象範囲の拡大
　個人住民税の配偶者特別控除の
対象となる配偶者の合計所得金額
の上限が引き上げられ、控除対象
の範囲が拡充されます。
　なお、納税者本人の合計所得
金額が900万円以下、900万円超
950万円以下、950万円超1000万
円以下の３つの区分に応じて控除
額が異なります。右の表は、納税
者本人の合計所得金額900万円以
下の控除額となります。
※所得税の計算と控除額は異なり
ます。

※１　平成 31 年度の個人住
民税での老人控除対象配偶者
（70 歳以上）は、昭和 24 年
１月１日以前に生まれた人と
なります。
※２　所得税の計算は控除額
は異なります。

法人町民税　改正2
▶法人町民税の法人税割の税率改正
① 法人町民税（法人税割）の税率の引き下げ

現 行　12.1％ 改 正 後　8.4％

の

　平成 31年 10 月１日以後
に開始する事業年度分から
法人町民税（法人税割）の
税率が引き下げとなります。

制限税率

平成　   年度

税 制 改 正
■問合せ　税務財政課税務グループ（☎ 74-3003）

平成　   年度平成　   年度の平成　   年度平成　   年度29

の
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についてお知らせします



過
去
５
年
以
内
に
納
め
忘
れ
た

国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
す
る
こ

と
で
将
来
の
年
金
額
を
増
や
す
こ

と
が
で
き
る
「
後
納
制
度
」
が
平

成
27
年
10
月
か
ら
平
成
30
年
９
月

ま
で
の
３
年
間
に
限
り
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
。

後
納
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
で

年
金
額
を
増
や
す
こ
と
や
、
年
金

を
受
給
で
き
な
か
っ
た
人
が
受
給

資
格
を
得
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。従

来
、
老
齢
年
金
を
受
け
取
る

た
め
に
は
、
保
険
料
納
付
済
期
間

と
保
険
料
免
除
期
間
な
ど
を
合
算

し
た
資
格
期
間
が
原
則
と
し
て
25

年
以
上
必
要
で
し
た
が
、
平
成
29

年
８
月
か
ら
は
、
資
格
期
間
が
10

年
以
上
あ
れ
ば
老
齢
年
金
を
受
け

取
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
後
納
制
度

を
利
用
し
不
足
し
て
い
る
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
に
よ
り
、
年
金
の

受
給
が
で
き
な
か
っ
た
人
が
受
給

資
格
を
得
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。

た
だ
し
、
す
で
に
老
齢
基
礎
年

金
を
受
給
し
て
い
る
人
な
ど
は
、

後
納
制
度
の
利
用
は
で
き
ま
せ

ん
。後
納
制
度
を
利
用
す
る
に
は
、

申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

詳
し
く
は
、「
ね
ん
き
ん
加
入

者
ダ
イ
ヤ
ル
」（
☎
0
5
7
0

－
0
0
3－

0
0
4
）
へ
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

　
町
で
は
、
12
月
11
日
か
ら
ヘ
ル

プ
マ
ー
ク
と
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
の
配

布
を
開
始
し
ま
す
。

　
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
と
は
、
援
助
や

配
慮
を
必
要
と
し
て
い
る
こ
と
が

外
見
か
ら
は
分
か
ら
な
い
人
が
着

用
す
る
こ
と
で
、
周
囲
の
人
に
配

慮
を
必
要
と
し
て
い
る
こ
と
を
知

ら
せ
、
援
助
を
得
や
す
く
す
る
も

の
で
す
。

　
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
と
は
、
障
が
い

の
あ
る
人
な
ど
が
持
ち
歩
き
、
災

害
時
や
緊
急
時
な
ど
、
周
囲
の
人

に
手
助
け

を
求
め
た

い
と
き
な

ど
に
提
示

す
る
こ
と

で
、
手
助

け
を
求
め

る
も
の
で

す
。

■
配
布
対
象
者　

①
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク　
外
見
か
ら
は

配
慮
や
援
助
が
必
要
と
分
か
り
に

く
い
人

※
受
付
時
に
、
氏
名
や
必
要
な
理

由
（
障
が
い
の
有
無
な
ど
）
に
つ

い
て
、
記
載
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

②
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド　
障
が
い
な
ど

が
あ
り
、
周
囲
か
ら
の
手
助
け
が

　
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者
資

格
の
有
効
期
間
は
５
年
間
で
あ

り
、
資
格
登
録
者
は
５
年
ご
と
に

資
格
登
録
更
新
の
手
続
き
を
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
更
新
対
象
者
に
は
、
資
格
登
録

更
新
実
施
案
内
及
び
申
込
書
な
ど

が
11
月
中
に
札
幌
市
下
水
道
資
源

公
社
よ
り
郵
送
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
定
め
ら
れ
た
期
間
内
に
手
続

き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
洞
爺
湖
町
成
人
式
を
開
催
し
ま

す
。
10
月
１
日
現
在
で
洞
爺
湖
町

に
住
所
が
あ
る
人
は
、
案
内
を
発

送
し
て
い
ま
す
。

　
町
外
に
居
住
し
、
出
席
す
る
人

は
、
社
会
教
育
課
ま
で
連
絡
く
だ

さ
い
。

■
日
　
時　
平
成
30
年
１
月
７
日

（
日
）　
受
付　
14
時
〜　
記
念

撮
影　
14
時
30
分
〜　
式
典　
15

時
〜　
祝
賀
会　
15
時
30
分
〜

■
対
象
者　
平
成
24
年
度
に
北
海

道
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者
試

験
に
合
格
し
た
人
、
ま
た
は
資
格

登
録
更
新
手
続
き
を
行
っ
た
人

で
、
資
格
登
録
期
間
が
平
成
30
年

３
月
31
日
で
満
了
す
る
資
格
登
録

人■
受
付
期
間　
平
成
30
年
１
月
10

日
（
水
）
〜
１
月
18
日
（
木
）

８
時
45
分
〜
12
時　
13
時
〜
17
時

30
分
※
土
・
日
曜
日
は
除
く

■
更
新
方
法　
手
続
き
終
了
後
、

更
新
用
テ
キ
ス
ト
を
配
布

■
手
数
料　
7
、
0
0
0
円
（
更

新
手
数
料＜

テ
キ
ス
ト
代
込
み

＞

と
資
格
認
定
証
交
付
等
手
数

料
）

必
要
な
人

■
配
布
場
所　

本
庁
健
康
福
祉

課
・
洞
爺
湖
温
泉
支
所
・
洞
爺
総

合
支
所

■
そ
の
他　

　
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
は
、
数
に
限
り

が
あ
り
ま
す
の
で
事
前
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

　
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
は
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
も
様
式
を
掲
載
し
て
い
ま

す
の
で
、
自
分
で
印
刷
し
て
利
用

で
き
ま
す
。

国民年金保険料
の後納制度
■問合せ
　室蘭年金事務所
　（お客様相談室）
　☎ 0143-50-1004
　住民課住民・戸籍
　年金グループ
　☎ 74-3002

排水工事責任技
術者資格登録更
新のお知らせ

■問合せ
　上下水道課管理・
　営業グループ
　☎ 74-3008

ヘルプマークと
ヘルプカードを
配布します

■問合せ
　健康福祉課福祉・　
　高齢者グループ
　☎ 74-3001

洞爺湖町成人式
開催

■問合せ
　教育委員会社会教育課
　社会教育グループ
　☎ 74-3010
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無料法律相談会
開催

行政に関わるく
らしの無料相談
会開催

■問合せ
　住民課住民・戸籍　
　年金グループ
　☎ 74-3002

　老人世帯、重度心身障害者世帯、ひとり親世帯な
どの生活の安定と福祉の増進を図るために、一定の
要件を満たす世帯に対し、生活の一助として冬期採
暖に必要な福祉灯油の購入助成を行います。該当す
る世帯の人は申請が必要です。
■対象世帯
平成 29年 11月１日現在洞爺湖町に住所がある人
で、次の１～４のいずれかに該当する世帯
①満 65歳以上の単身世帯と老人世帯
②上記世帯であって、満 18歳未満の児童のみを扶
養している世帯
③下記の手帳の交付を受けている人が世帯主または
同居する世帯
　㋐１・２級の身体障害者手帳の交付を受けている人
　㋑Ａランクの療育手帳の交付を受けている人
　㋒１・２級の精神障害者保健福祉手帳の交付を受けている人
④ひとり親世帯で18歳未満の児童のみを扶養する世帯
※申請時に生活保護世帯、施設などに入所または入

福祉灯油の購入助成
のお知らせ

院している単身世帯、冬期間町外に滞在している世帯
は除きます。
■収入限度額
（平成 29年中の世帯全員の収入額合計を月割した額）
１人世帯　月額 10万円未満
２人世帯　月額 13万３千円未満
３人世帯　月額 16万６千円未満
４人世帯　月額 20万円未満
■持参する物
平成 29年中の収入状況がわかるもの／年金の支払通
知書または年金の振り込まれている通帳など／源泉徴
収票／その他、給与支払明細書などの収入が確認でき
る書類／印鑑／身体障害者手帳、療育手帳または精神
障害者保健福祉手帳
※代理申請の場合は委任状が必要です。
■助成の量
１世帯あたり灯油 100㍑分の灯油購入助成券（現金
支給はありません）
■申請期限　平成 30年２月 28日（水）まで
■申請場所　本庁健康福祉課福祉・高齢者グループ・
洞爺湖温泉支所・洞爺総合支所庶務課の各窓口
■問 合 せ　健康福祉課福祉・高齢者グループ（☎ 74-3001）

　
金
銭
、
相
続
、
夫
婦
間
、
交
通

事
故
、
消
費
者
問
題
の
ト
ラ
ブ
ル

な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
必
ず
２
日
前
の
17
時
ま
で
に
事

前
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。
定
員

（
３
人
）
に
な
り
次
第
締
め
切
り

ま
す
。

■
日
　
時　
①
12
月
21
日
（
木
）

13
時
30
分
〜
15
時
②
平
成
30
年
１

月
18
日
（
木
）
13
時
30
分
〜
15
時

■
場
　
所　
①
②
虻
田
ふ
れ
合
い

セ
ン
タ
ー

■
担
　
当　
①
阿
部
洋
介
弁
護
士

（
北
海
道
み
ら
い
法
律
事
務
所
）

②
林　
正
樹
弁
護
士
（
伊
達
噴
火

湾
法
律
事
務
所
）

　
相
続
手
続
き
、
遺
言
書
の
作
成

や
、
契
約
手
続
き
、
ま
た
官
公
署

に
提
出
す
る
書
類
の
作
成
な
ど
の

相
談
に
応
じ
ま
す
。
事
前
の
予
約

は
不
要
で
す
。

■
日
　
時　
12
月
16
日
（
土
）
９

時
30
分
〜
12
時

■
場
　
所　
あ
ぶ
た
母
と
子
の
館　

研
修
室

■
申
込
み　
北
海
道
行
政
書
士
会

室
蘭
支
部
（
☎
76－

3
5
3
8

担
当
後
藤
）
／
住
民
課
住
民
・

戸
籍
年
金
グ
ル
ー
プ
（
☎
74－

3
0
0
2
）

　
今
年
４
月
か
ら
、
は
が
き
に
よ

る
身
に
覚
え
の
な
い
請
求
（
架
空

請
求
）
の
相
談
が
札
幌
市
消
費
者

セ
ン
タ
ー
に
多
数
寄
せ
ら
れ
て
い

て
、
特
に
９
月
か
ら
急
増
し
て
い

ま
す
。

　
架
空
請
求
と
は
、
民
事
訴
訟
管

理
セ
ン
タ
ー
や
法
務
省
管
轄
支
局　

民
事
所
掌
管
理
セ
ン
タ
ー
な
ど
の

公
的
機
関
を
か
た
り
、
「
総
合
消

費
料
金
に
関
す
る
訴
訟
最
終
告
知

の
お
知
ら
せ
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル

で
「
契
約
不
履
行
に
よ
る
民
事
訴

訟
と
し
て
訴
状
が
提
出
。
連
絡
が

無
い
場
合
、
給
料
差
し
押
さ
え
と

動
産
不
動
産
の
差
し
押
さ
え
を
強

制
的
に
履
行
」
な
ど
と
法
的
な
拘

束
力
を
利
用
し
、
被
害
者
を
動
揺

さ
せ
感
情
を
揺
さ
ぶ
り
慎
重
さ
を

欠
く
判
断
へ
と
せ
か
さ
せ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
架
空
請
求
の
ハ
ガ

キ
が
突
然
届
い
て
も
、
慌
て
ず
に

落
ち
着
い
て
対
応
し
ま
し
ょ
う
。

自
分
か
ら
連
絡
し
て
し
ま
う
と
電

話
番
号
な
ど
個
人
情
報
が
知
ら
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
法
的
措
置
を
取
り
下

げ
る
た
め
に
必
要
だ
と
言
い
、
高

額
な
請
求
を
さ
れ
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
支
払
い
を
強
要
さ
れ
て

も
決
し
て
支
払
わ
な
い
で
く
だ
さ

い
。

架空請求に注意
しましょう

■問合せ
　産業振興課水産・
　商工グループ
　☎ 74-3005

■問合せ
　住民課住民・戸籍　
　年金グループ
　☎ 74-3002
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一足早いクリスマス気分を満喫
とうや水の駅クリスマスフェア

初冬恒例のみそづくり教室
地場産のじゃがいも料理にも挑戦

　　リス
　　マス
を控えた
11 月 25
日、 2 6
日の２日
間、とう
や水の駅

ギャラリートーク開催
彫刻芸術の現在と未来を語る

洞爺湖温泉の冬の風物詩
イルミネーショントンネル点灯

　　017 ビエンナーレ特別展－触れて味わう作品
　　展－開催中の 11 月 11 日、洞爺湖芸術館で、
佐藤知哉札幌芸術の森美術館館長によるギャラリー
トークが開かれ、約 35人が参加し、彫刻芸術の現在
と未来を考えました。
　佐藤氏は、彫刻芸術の歴史を「とうや湖ぐるっと彫
刻公園」の彫刻や「洞爺村国際彫刻ビエンナーレ」の
作品、砂澤ビッキの木彫などを通じてひもといていき
ました。また同氏は、洞爺湖町の彫刻の特色につい
て、護符的生活と記念碑的性格の２つ彫刻の要素が同

　　爺湖
　　温泉
の冬の風
物 詩 と
なってい
るイルミ
ネーショ
ントンネ

　　冬恒例のみそづくり教室（ウイメンズネット　　
　　ワーク洞爺湖主催）が 11 月 14 日、虻田ふれ合
いセンターで行われ、会員ら 22人が参加して手作り
みその仕込みを楽しみました。
　参加者は、手慣れた手つきで大豆 15㌔と米麴 15㌔、
塩 1.8㌔を混ぜ合わせ、みそを仕込みました。大豆を

煮ている間には、成香
で農家レストラン「幸
来（さっくる）」を営
んでいる木村真理子さ
んを講師に、地場産の
じゃがいもを使った料
理に挑戦しました。中
華風コロッケとじゃが
いものガレット、じゃ
がいものクレープの３
品を調理し、楽しく試
食しました。

クリスマスフェア（洞爺まちづくり観光協会主催）が
とうや水の駅で開かれ、カップルや家族連れらで賑わ
いました。
　同フェアは今年で８回目。会場では、布小物やアク
セサリー、雑貨、軽食、お菓子など町内や周辺市町か
ら 39店が出店。
　その他、多彩なジャンルの出演者による投げ銭ライ
ブや今年初めてのビンゴ大会も行われ、訪れた人たち
は思い思いの商品を手に取りながら一足早いクリスマ
ス気分を楽しみました。

ルの点灯式が 11 月 10 日、洞爺湖温泉のにぎわい広
場で行われました。
　LED電球 35 万個と電球５万個が取り付けられた
トンネルは S字形で全長 70㍍、高さ 3.5㍍、幅 4.2㍍。　
11 回目となる今年は、トンネルの内部に「TOYA」
の木製オブジェを新設し、写真スポットとして観光客
らの人気を集めています。
　富山県から旅行で訪れた夫妻は、「思ったほど寒く
なく、幻想的で素敵」と感動していました。
　点灯は３月４日までの午後６時から同 10時。

時に存在
している
ことに言
及しまし
た。

洞

２

初

ク

オブジェの前で記念撮影をする子どもたち

広報とうや湖　2017年12月 10

商品を手に取り買い物を楽しむ来場者

彫刻芸術の現在と未来を考えたギャラリートーク

楽しみながらみそを仕込む
参加者たち



を迎えた
洞爺湖ビ
ジターセ
ンターと
火山科学
館が記念
イベント

会場全体に元気な歌声響く
洞爺湖子ども芸術文化フェスティバル

普段見ることができない景色に驚き
金比羅山展望台散策

　　に１度町内の小中学生が集まり合唱を披露する　
　　第24回洞爺湖子ども芸術文化フェスティバル（同
実行委員会主催）が 11月 10日、洞爺湖文化センター
で開催され、日頃の練習の成果を父母らに披露しまし
た。
　参加したのは、虻田、洞爺湖温泉、とうやの３小学
校と虻田、洞爺の２中学校の合わせて５校です。
　フェスティバルは、虻田小学校全校児童による合唱
でスタート。プログラムの最後には、虻田中と洞爺中
の合同合唱に続いて、小学生も加わった全員で「マイ

泥流犠牲の温泉小児童を追悼
温泉小で防災教育「噴火慰霊祭」

　　胆振　　
　　行政
事務組合
伊達消防
署洞爺湖
支署洞爺
出 張 所
に、組合
管内で２

　　珠山泥流の被害で犠牲となった洞爺湖温泉小の児
　　童を追悼する防災教育「噴火慰霊祭」が 10 月
24日、同校で行われました。
　昭和 52 年の有珠山噴火の翌年の 10 月 24 日に豪
雨で大規模な泥流が発生し、母子 2人が犠牲となり、
当時温泉小 2年の児童が行方不明となりました。温
泉小学校では、毎年この日に慰霊祭を実施し、犠牲と
なった児童を悼み、防災への意識を高めてきました。
　当日は、全校児童が黙とうをささげた後、立野広志
さんと荒町美紀さんの両火山マイスターから有珠山噴

バ ラ ー
ド」を歌
い、会場
全体に元
気な歌声
を響かせ
ました。

火や当時
の避難生
活につい
て話を聞
き ま し
た。

台目となる最新鋭のポンプ車新洞爺１号車が配備さ
れ、10月 27日納車式が行われました。
　新しいポンプ車は、８㌧対応消防専用ダブルキャブ
オーバー型４輪駆動車で、乗車人員は６人。圧縮空気
泡消火装置（キャフス）を搭載し、通常よりも長い消
火時間を確保でき、効果的な消火活動ができる消防車
両となっています。
　当日の納車式では、真屋町長から寺島洞爺湖消防団
長にレプリカキーが手渡されました。

新洞爺１号車配備
最新鋭ポンプ車の納車式

西

開

年

金比羅山展望台からの絶景に驚く参加者たち

火山マイスターの立野さんから噴火について学ぶ児童たち

寺島団長（左）にレプリカキーを手渡す真屋町長

迫力ある歌声を披露した虻田中と洞爺中の生徒たち

広報とうや湖　2017年12月11

有

として「金比羅山展望台散策」を行い、11 月３日か
ら５日の３日間、延べ 11人が参加しました。
　洞爺湖ビジターセンター職員の稲村実穂さんと川瀬
康平さんのガイドで、有くん火口の上にあり普段立ち
入ることができない金比羅山展望台までの往復約６キ
ロの行程を歩き、秋の金比羅山を満喫しました。
　参加者からは、なかなか入ることができない展望台
から洞爺湖温泉が一望できる絶景に驚きの声が上がっ
ていました。

設10
周年



お
知
ら
せ

暮
ら
し

伊
達
警
察
署
か
ら

☎
22
ー
0
1
1
0

優良（30分） 一般（60分） 違反（120分） 初回（120分）
１月 ９日（火）18:30～/16日（火）13:30～ ９日（火）19:30～/16日（火）14:30～ 11 日（木）18:30 ～ 19日（金）13:30 ～

■運転免許更新時講習日程（於 : だて歴史の杜カルチャーセンター）
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飲
酒
運
転
の
根
絶
　
　

　
〜
気
の
ゆ
る
み
　
一
杯
だ
け
が
　

命
と
り
〜

◆
飲
酒
運
転
は
悪
質
な
犯
罪
！

  

飲
酒
運
転
は
、
悲
惨
な
交
通
事

故
を
引
き
起
こ
す
悪
質
、
危
険
な

運
転
行
為
で
す
。
お
酒
を
飲
む
と

わ
ず
か
な
量
で
も
運
転
に
大
き
な

影
響
を
及
ぼ
し
、
重
大
な
事
故
を

起
こ
す
可
能
性
が
高
ま
り
ま
す
。

　
道
民
一
人
ひ
と
り
が
飲
酒
運
転

の
根
絶
に
向
け
て
「
飲
酒
運
転
を

し
な
い
、
さ
せ
な
い
、
許
さ
な

い
」
を
合
言
葉
に
、
地
域
全
体
で

飲
酒
運
転
根
絶
の
気
運
を
高
め
ま

し
ょ
う
。

◆
飲
酒
運
転
は
運
転
者
以
外
も
処

罰
の
対
象
！

  

飲
酒
運
転
は
、
運
転
者
だ
け
で

は
な
く
、
周
り
の
人
に
も
重
い
処

12

故山田ヒサヱさん
■ 10月１日死去　
■ 85歳■遺族は
実さん■青１区

罰
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
ま
す

か
。
車
を
運
転
す
る
恐
れ
の
あ
る

人
に
お
酒
を
提
供
し
た
り
、
お
酒

を
飲
ん
で
い
る
人
に
車
を
提
供
し

た
り
、
飲
酒
運
転
の
車
に
同
乗
す

る
と
、
た
と
え
お
酒
を
飲
ん
で
い

な
く
て
も
処
罰
の
対
象
に
な
り
ま

す
。　

◆
「
ハ
ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー
運
動
」

で
飲
酒
運
転
を
防
止
！

  

ハ
ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー
運
動
と
は
、

仲
間
と
車
で
飲
食
店
に
行
く
場

合
、
あ
ら
か
じ
め
お
酒
を
飲
ま
な

い
人
（
ハ
ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー
）
を
決

め
、
そ
の
人
が
仲
間
を
自
宅
ま
で

送
り
届
け
る
こ
と
で
す
。

　
お
酒
を
提
供
す
る
お
店
の
人
は

「
お
客
さ
ん
が
車
で
来
店
し
て
い

な
い
か
」
「
車
で
来
店
し
て
い
る

場
合
は
ハ
ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー
は
誰

な
の
か
」
を
確
認
し
て
、
飲
酒
運

転
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

　
道
の
駅
あ
ぷ
た
、
道
の
駅
と
う

や
湖
、
と
う
や
水
の
駅
で
は
、
今

年
も
友
好
都
市
の
香
川
県
三
豊
市

の
特
産
品
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

旬
の「
み
か
ん
」
や
特
産
の
な
め

た
け
の
加
工
品
を
揃
え
て
い
ま

す
。
み
か
ん
の
販
売
は
12
月
ま
で

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
売
り
切
れ

の
場
合
は
ご
容
赦
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　
産
業
振
興
課
水
産・
商

工
グ
ル
ー
プ（
☎
74

－

3
0
0
5
）

香
川
県
三
豊
市
（
友
好
都
市
）

の
特
産
品
を
販
売

　
伊
達
市
で
は
、
2
0
1
9
年
度

（
平
成
31
年
度
）
か
ら
10
年
間
の

伊
達
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
方
針
を

定
め
る
総
合
計
画
の
策
定
に
向
け

て
、
近
隣
市
町
の
住
民
の
皆
さ
ん

に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま

す
。

　
対
象
者
に
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
を

郵
送
し
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
合
せ　

伊
達
市
企
画
課
企

画
調
整
係（
☎
0
1
4
2

－

23

－

3
3
3
1＜

内
線
2
1
8＞

）

第
７
次
伊
達
市
総
合
計
画
に

関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

故工藤勝美さん
■ 10月８日死去　
■ 67歳■遺族は
勝真さん■泉区

故大塚佳夫さん
■ 10月 9日死去　
■ 85歳■虻２区

故岩佐好惟さん
■ 10月 13日死去　
■ 83歳■遺族は
一成さん■虻３区

故佐々木治さん
■ 10月 16日死去　
■71歳■遺族は
竹内敦子さん■温８区

故松尾哲子さん
■ 10月 20日死去　
■ 80歳■遺族は
徹さん■青２区

故皆川幸子さん
■ 10月 25日死去　
■ 67歳■遺族は
嘉徳さん■虻５区

故石川松年さん
■ 10月 24日死去　
■ 95歳■遺族は
英治さん■岩屋

故菊地スミさん
■ 10月 23日死去　
■ 101歳■遺族は
博 さ ん ■ 成 香

故橋本三郎さん
■ 10月 23日死去　
■ 82歳■遺族は
榮子さん■入４区



洞爺湖芸術館
来館者数の過去最高を更新

教
育
ロ
ー
ン
（
日
本
政
策
金
融
公
庫
）

の
案
内

寄

付

優良（30分） 一般（60分） 違反（120分） 初回（120分）
12月 20日（水）13:30～/26日（火）13:30～ 26 日（火）14:30 ～ 20日（水）14:30 ～ 14日（木）18:30 ～

■運転免許更新時講習日程（於 : だて歴史の杜カルチャーセンター）
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善
意
の
ご
寄
附
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

●
社
会
福
祉
協
議
会

＜

寄
付
物
品＞

▽
山
内
え
い
子
さ
ん（
入
１
区
）

▽
遠
藤
ハ
ナ
さ
ん（
月
浦
区
）

▽
坂
井
千
枝
さ
ん（
温
３
区
）

▽
吉
田
シ
ヅ
子
さ
ん（
泉
区
）

▽
菊
地
由
美
子
さ
ん（
温
８
区
）

▽
㈲
洞
爺
湖
汽
船
商
事
中
島
売
店

▽
観
光
船「
羊
蹄
」
売
店

▽
虻
田
郵
便
局

　
生
活
保
護
を
受
給
さ
れ
て
い
な

い
人
で
、「
住
む
と
こ
ろ
に
困
っ

て
い
る
」「
仕
事
が
な
か
な
か
決

ま
ら
な
い
」「
子
ど
も
の
ひ
き
こ

も
り
が
心
配
」「
借
金
が
多
く
て

な
や
ん
で
い
る
」
な
ど
の
不
安
を

抱
え
て
い
る
人
の
相
談
を
受
け

る
総
合
相
談
窓
口「
生
活
就
労
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
い
ぶ
り
」
が
開

設
さ
れ
支
援
サ
ー
ビ
ス
が
ス
タ
ー

ト
し
て
い
ま
す
。

■
相
談
者
専
用
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

☎
0
1
2
0

－

09

－

0
7
8
3

■
メ
ー
ルiburi-soudan@

roukyou.gr.jp
■
測
定
日　
平
成
29
年
９
月
14
日

■
測
定
結
果　
0
・
0
0
2
ナ
ノ
グ

ラ
ム（
ナ
ノ
グ
ラ
ム
は
10
億
分
の

１
グ
ラ
ム
）。
測
定
結
果
は
、
基

準
値
を
下
回
っ
て
い
ま
す
。

■
詳
　
細　
西
い
ぶ
り
広
域
連
合

（
☎
0
1
4
3

－

59

－

0
7
0
5
）

　
高
校
、大
学
な
ど
へ
の
入
学
時・

在
学
中
に
係
る
費
用
を
対
象
と
し

た
公
的
な
融
資
制
度
で
す
。
子

ど
も
一
人
に
つ
き
3
5
0
万
円

以
内
を
固
定
金
利（
年
1
・
81
％

＜

平
成
29
年
10
月
12
日
現
在＞

）

で
利
用
で
き
、
在
学
期
間
内
は
利

息
の
み
の
返
済
と
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
詳
細
は
、「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」

で
検
索
す
る
か
、
次
の
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
へ
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

メ
ル
ト
タ
ワ
ー
21
の
排
ガ
ス

（
煙
突
）
測
定
結
果
（
2
号
炉
）

　
心
肺
蘇
生
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方

や
け
が
の
手
当
な
ど
、
初
め
て
の

人
で
も
分
か
り
や
す
い
講
習
で

す
。

　
大
切
な
命
を
守
る
た
め
、
救
命

講
習
を
受
講
し
て
知
識
と
技
術
を

学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
講
習
終
了

者
に
は「
修
了
証
」
を
交
付
し
ま

す
。

■
日
　
時　
12
月
15
日（
金
） 

18

時
〜
21
時

■
場
　
所　
西
胆
振
行
政
事
務
組

合
伊
達
消
防
署
洞
爺
湖
支
署　

■
受
講
料　
無
料

■
定
　
員　
20
人（
先
着
順
）

■
申
込
み　
洞
爺
湖
支
署
救
急
係

（
☎
76

－

2
1
1
9
）　

■
問
合
せ　
生
活
就
労
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
い
ぶ
り（
☎
0
1
4
3

－

83

－

7
3
5
5
）

困
り
ご
と
や
不
安
を

抱
え
て
い
る
人
を
支
援
し
ま
す

催

し

救
急
講
習
会
の
お
知
ら
せ

道
の
駅
と
う
や
湖

定
休
日
の
お
知
ら
せ

■
教
育
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー　

☎
0
5
7
0

－

0
0
8
6
5
6

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）・
☎
03

－

5
3
2
1

－

8
6
5
6

　
道
の
駅
と
う
や
湖
で
は
、
平
成

30
年
１
月
か
ら
３
月
ま
で
の
間
、

毎
週
火
曜
日
を
定
休
日
と
し
ま

す
。

　11月 12日、洞爺湖芸術館の今季来館者
数が過去最高の４千人に達しました。
　４千人目は伊達市の小島さん家族。記念
品として並河萬里の写真集『洞爺村幻想』
とビッキのポストカード一式が贈られまし
た。
　三島邦代館長は「来年もお客さんに喜ん
でもらえるような楽しい企画を提供した
い」と意気込みます。

４千人目の来場者となった小島さん家族

広　告
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■
あ
ぶ
た
読
書
の
家

＜

一
　
般＞

▽
星
の
子
（
今
村
夏

子
）
▽
老
乱
（
久
坂
部
羊
）
▽
満

月
の
泥
枕
（
道
尾
秀
介
）
▽
弧
道

（
内
田
康
夫
）
▽
竜
宮
城
と
七
夕

さ
ま
（
浅
田
次
郎
）
▽
花
し
ぐ
れ　

御
薬
園
同
心
（
水
上
草
介
）
▽
潔

白（
青
木　
俊
）▽
タ
フ
ガ
イ（
藤

田
宣
永
）
▽
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
ズ
・

キ
ー
パ
ー
ズ＜

上
・
下＞

（
ス

テ
ィ
ー
ヴ
ン
・
キ
ン
グ
／
訳　
白

石
朗
）
▽
い
の
ち
愛
し
む
、
人
生

キ
ッ
チ
ン
（
桧
山
タ
ミ
）
▽
愛
の

か
た
ち
（
岸　
惠
子
）
▽
池
袋
ウ

エ
ス
ト
ゲ
ー
ト
パ
ー
ク
Ⅹ
Ⅲ　

裏

切
り
の
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
（
石
田

衣
良
）

＜

児
童
書＞

▽
サ
ラ
と
ピ
ン

キ
ー　

パ
リ
へ
行
く
（
富
安
陽

子
）
▽
は
っ
き
ょ
い
ど
ー
ん
（
や

ま
も
と
な
な
こ
）
▽
お
な
ら
お
ば

け
（
か
と
う
ま
ふ
み
）
▽
自
分
に

お
ど
ろ
く
（
文　

た
な
か
か
ず
お

／
絵　

あ
べ
弘
志
）
▽
ア
ン
ダ
ー

ア
ー
ス
・
ア
ン
ダ
ー
ウ
ォ
ー
タ
ー　

地
中
・
水
中
図
絵
（
ア
レ
ク
サ
ン

ド
ラ
・
ミ
ジ
ェ
リ
ン
ス
カ
＆
ダ
ニ

エ
ル
・
ミ
ジ
ェ
リ
ン
ス
キ
）

■
み
ず
う
み
読
書
の
家

＜

一
　
般＞

▽
こ
の
世
の
春

＜

上
・
下＞

（
宮
部
み
ゆ
き
）
▽
鳳

凰
の
船（
浮
穴
み
み
）▽
孤
軍　
越

境
捜
査
（
笹
本
稜
平
）
▽
教
場
（
長

岡
弘
樹
）▽
ワ
ル
ツ
を
踊
ろ
う（
中

山
七
里
）
▽
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
ズ
・

カ
ッ
ト（
歌
野
晶
午
）▽
騙
し
絵
の

牙
（
塩
田
武
士
）
▽
草
笛
物
語
（
葉

室　

麟
）
▽
暗
闇
の
ア
リ
ア
（
真

保
裕
一
）
▽
ブ
ル
ー
ロ
ー
ズ
は
眠

ら
な
い
（
市
川
憂
人
）
▽
失
恋
バ

ス
は
謎
だ
ら
け
（
森
沢
明
夫
）
▽

恨
み
残
さ
じ　

空
也
十
番
勝
負
青

春
篇
（
佐
伯
泰
英
）

＜

児
童
書＞

▽
こ
ど
も
の
な
か
ま

（
レ
イ
ン
・
ス
ミ
ス
）

■
洞
爺
総
合
セ
ン
タ
ー
図
書
室

＜

一
　
般＞

▽
ア
シ
タ
ノ
ユ
キ
カ

タ（
小
路
幸
也
）▽
ス
ト
ロ
ベ
リ
ー

ラ
イ
フ
（
萩
原　
浩
）

＜

児
童
書＞

▽
だ
っ
だ
ぁ
ー
（
ナ

ム
―
ラ
ミ
チ
ヨ
）
▽
あ
ま
が
え
る

り
ょ
こ
う
し
ゃ
（
松
岡
た
つ
ひ
で
）

●
開
館
時
間

■
あ
ぶ
た
（
☎
76－

2
1
0
0
）

　
10
時
〜
16
時
20
分

■
み
ず
う
み
（
☎
75－

4
7
0
2
）

　
10
時
〜
15
時

●
12
月
休
館
日

12
月
14
日
・
21
日
・
23
日
・
28
日
・

30
日
〜
１
月
５
日

（
毎
週
木
曜
日
・
祝
祭
日
休
館
）

■
日
　
時　
12
月
16
日
（
土
）
14

時
〜

■
場
　
所　
さ
わ
や
か
別
館

ワンポイント手話 ～時の表現～

今月の１冊

わ
た
し
の
う
た

俳
　
　
句
　
　
　【
あ
ぷ
た
俳
句
会
】
十
一
月
定
例
会

NO.
目
を
病
み
て
長
夜
の
憂
さ
よ
豆
を
煮
る

夜
の
露
の
葉
陰
名
も
な
き
虫
の
宿

輝
き
て
夜
明
け
の
星
と
露
降
り
る

露
寒
し
噴
石
あ
ら
は
古
刹
領

天
空
の
透
き
と
ほ
る
秋
深
み
ゆ
く

千
葉
征
子

菅
原
敏
子

小
笠
原
勇

矢
野
知
子

佐
藤
美
風

もりのてぶくろ
文　ハ百坂洋子
絵　ナターリヤ・

チャルーシナ

　手の形をしたきれいな
黄色い葉が森の小道に落
ちていました。ネズミや
ウサギ、キツネ、クマが
やってきて、自分の手と
葉の大きさを比べます。
落ち葉は誰の手にぴった
りなのでしょう？

左手で５指を斜め、右手のひらを
上にし、上下する

右手の小指を口元から外側に動
かす

～時の表現～～時の表現～～時の表現～

NO. 俳
　
　
句
　
　
　【
あ
ぷ
た
俳
句
会
】
十
一
月
定
例
会

俳
　
　
句
　
　
　【
あ
ぷ
た
俳
句
会
】
十
一
月
定
例
会

ピ
ノ
キ
オ
ク
リ
ス
マ
ス
会

火曜日 水曜日

木曜日 金曜日

（燃える炎を
イメージ）

２指の輪をふるわす両手２指で輪を作り上にあげな
がら間を広げる

手話にも方言のようなものがあり、北海道と本州では表現方法が
違うものがあります。今回の手話は北海道の表現方法です。

ワンポイント
ア ド バ イ ス！

（水）

（木を
イメージ）

（お金を
イメージ）イメージ）
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健康福祉センターさわやか　☎７６－４００６
　
　
在
、
日
本
人
の
２
人
に
１
人

　
　
は
生
涯
で
何
ら
か
の
が
ん
に

罹
患
す
る
と
い
わ
れ
て
い
て
、
と

て
も
身
近
な
病
気
で
す
。「
が
ん
」

と
聞
く
と
「
怖
い
病
気
」
と
い
っ

た
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
人
が
い
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
医
療

の
進
歩
に
よ
り
、
早
期
発
見
・
早

期
治
療
が
開
始
さ
れ
れ
ば
、
が
ん

の
種
類
に
よ
っ
て
は
治
療
の
効
果

が
高
く
、
生
存
期
間
の
延
長
が
期

待
で
き
る
が
ん
も
あ
り
ま
す
。

　
一
方
、
が
ん
は
日
本
人
の
死
亡

原
因
第
１
位
で
、
３
人
に
１
人
が

が
ん
で
亡
く
な
っ
て
い
る
こ
と
も

事
実
で
す
。（
出
典
：
国
立
が
ん

研
究
セ
ン
タ
ー
）

　
が
ん
は
、
細
胞
分
裂
の
と
き
に

で
き
た
異
常
な
細
胞
の
塊
で
す
。

が
ん
を
完
全
に
予
防
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
が
、
が
ん
を
で
き
に

く
く
す
る
（
予
防
す
る
）
こ
と
は

可
能
で
す
。

　
が
ん
の
原
因
は
、喫
煙
や
飲
酒
、

食
習
慣
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、

い
わ
ゆ
る
「
生
活
習
慣
」
が
関
係

し
て
い
る
割
合
は
約
70
％
を
占
め

て
い
ま
す
。

　
喫
煙
は
さ
ま
ざ
ま
な
が
ん
の
原

因
と
な
り
、
喫
煙
本
数
の
多
さ
や

喫
煙
期
間
の
長
さ
、
喫
煙
開
始
年

齢
の
若
さ
に
比
例
し
て
リ
ス
ク
が

高
ま
り
ま
す
。
も
し
今
た
ば
こ
を

吸
っ
て
い
る
な
ら
、
今
か
ら
で
も

遅
く
あ
り
ま
せ
ん
。
禁
煙
し
た
期

間
が
長
い
ほ
ど
が
ん
に
な
る
リ
ス

ク
は
低
下
す
る
の
で
、
今
日
か
ら

禁
煙
し
ま
し
ょ
う
。

　

ア
ル
コ
ー
ル
は
体
内
に
入
る

と
、
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
と
い
う

発
が
ん
物
質
に
な
り
、
こ
れ
が
蓄

積
す
る
こ
と
で
発
が
ん
リ
ス
ク
が

高
ま
り
ま
す
。

　
「
１
日
２
合
」
と
言
わ
れ
て
い

が
ん
検
診
の

　がん検診は、がんを早期に発見し、早期に適切な
治療を開始することで、がんによる死亡を減少させ
ることができる確実な方法です。症状があってから
病院を受診した場合、検診時よりも進行がんが多く
見つかります。
　一方、がん検診では症状の出ない早期のがんを見
つけることができ、早期がんのほとんどは治癒が期
待でき、治療も軽いもので済むことが多いです。
　そして、がん検診で１番大切なことは、「精密検
査をきちんと受けること」です。自己判断で精密検
査を受けない場合は、見つかるはずのがんを放置し
てしまうことになります。精密検査が必要と判定さ
れた場合は、必ず精密検査を受けましょう。

ま
す
が
、
大
腸
が
ん
や
食
道
が
ん

は
１
合
以
上
で
リ
ス
ク
が
高
ま
る

た
め
、
注
意
が
必
要
で
す
。

　
絶
対
に
が
ん
に
な
ら
な
い
と
い

う
特
定
の
食
品
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
普
段
口
に
す
る
も
の
で
も
気

を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
塩

分
の
摂
り
す
ぎ
は
、高
血
圧
や
脳・

心
臓
の
病
気
だ
け
で
な
く
、
特
に

胃
が
ん
の
リ
ス
ク
を
上
げ
ま
す
。

逆
に
、
野
菜
や
果
物
を
多
く
摂
る

人
ほ
ど
が
ん
の
リ
ス
ク
が
低
く
な

り
ま
す
。
無
理
な
く
食
生
活
を
整

え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

～集団検診のお知らせ～
　洞爺湖町では年に３回、集
団検診を実施しています。ま
だ受けていない人は、この機
会にぜひお申込みください。

がん検診を
受けましょう

が
ん
に
つ
い
て知

ろ
う

ス
ス
メ

■日　時　①平成30年２月 20日（火）午前６時 30分～
　　　　　②平成30年２月 21日（水）午前６時 30分～
■場　所　①健康福祉センターさわやか
　　　　　②洞爺ふれ愛センター
■内　容　がん検診

胃・大腸・肺・前立腺がん検診
※その他、特定健診、肝炎ウイルス・エキノコック
ス健診、ピロリ菌検査も一緒に受けられます。
※乳がん・子宮がんは１月に集団検診を予定してい
ます。

喫
　
煙

飲
　
酒

食
　
事

今年度
最後の検診！

1

２
が
ん
を

　
　
予
防
し
よ
う

３

現
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統
一
標
語

 『
火
の
用
心 

こ
と
ば
を
形
に 習

慣
に
』

洞
爺
湖
消
防
団

秋
季
消
防
演
習
を
実
施

秋
の
火
災
予
防
運
動

を
実
施

洞爺湖支署（☎ 76-2119）・洞爺出張所（☎ 87-2119）・『火災・救急・救助 119 番』

　
月
15
日
か
ら
31
日
ま
で
の
17

　
日
間
、
全
道
一
斉
に
秋
の
火

災
予
防
運
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

洞
爺
湖
町
内
に
お
い
て
も
幼
年
消

防
ク
ラ
ブ
に
よ
る
防
火
旗
振
り

や
、
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
に
よ
る
防

火
夜
回
り
を
行
い
、
火
災
予
防
を

呼
び
か
け
ま
し
た
。
ま
た
、
10
月

16
日
に
は
洞
爺
地
区
で
、
関
係
機

関
か
ら
約
1
0
0
名
が
集
ま
り
、

洞
爺
湖
消
防
団
（
団
長
　
寺
島

勉
）
は
、
10
月
13
日
（
金
）
14
時

か
ら
「
香
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
」
に
お
い
て
秋
季
消
防
演
習

北
海
道
消
防
協
会
か
ら
は
消
太
君

３
号
も
駆
け
付
け
防
火
パ
レ
ー
ド

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
開
始
式
で
は

と
う
や
小
学
校
少
年
消
防
ク
ラ
ブ

鼓
笛
隊
に
よ
る
防
火
宣
言
を
行

い
、
洞
爺
保
育
所
幼
年
消
防
ク
ラ

ブ
に
よ
る
元
気
な
火
の
用
心
の
歌

で
防
火
の
意
識
を
高
め
ま
し
た
。

を
実
施
し
ま
し
た
。

演
習
で
は
、「
香
川
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
か
ら
出
火
し
、
現

在
延
焼
中
。」
と
の
想
定
で
消
防

車
が
出
動
し
、
消
防
職
団
員
が
連

携
を
と
っ
た
消
火
活
動
訓
練
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
来
賓
の
方
々
か
ら

日
頃
の
消
防
活
動
に
対
す
る
慰
労

の
お
言
葉
を
い
た
だ
き
、
無
事
に

演
習
を
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　平成 28年度西胆振消防組合決算概要をお知らせします。
　歳入では、歳入グラフのとおり自主財源の消防負担金が最も大きく、構成４
市町の規模（人口割、財政割）及び均等割により負担率が決められています。
　歳出では、歳出グラフのとおり給与費と消防費（主に消防本部、消防署（支署）
の活動経費）が最も大きく、平成 28 年度は豊浦消防ポンプ自動車、壮瞥事務
連絡車、伊達ミニホイルローダーの整備に充てられました。

西胆振消防組合平成 28 年度決算概要

■詳　細　西胆振行政事務組合消防本部総務課（☎ 21-5000）

歳　入 1,411,280
１．消防負担金 1,313,161
（内訳）伊 達 市 623,971

洞爺湖町 299,972
豊 浦 町 221,715
壮 瞥 町 167,503

２．使用料及び手数料 293
３．道支出金 14,107
４．財産収入 1,315
５．繰入金 14,523
６．繰越金 56,493
７．諸収入 11,388

歳　出 1,340,810
１．議会費 1,934
２．監査委員費 108
３．消防費 297,829
４．給与費 1,006,797
５．公債費 34,142

単位：千円

諸収入

繰越金

繰入金

財産収入

道支出金

使用料及び手数料

消防負担金

公債費

給与費

消防費

監査管理費

議会費

洞爺地区での防火パレード

火の用心の歌を歌う
洞爺保育所幼年消防クラブの園児たち

消火活動訓練を行う消防団員たち

歳入合計
14億 1128万円

歳出合計
13億 4081万円

消防負担金
93.05％

使用料及び
手数料
0.02％

道支出金
1.00％

財産収入
0.09％

繰入金
1.03％

繰越金
4.00％ 諸収入

0.81％

議会費
0.14％

監査委員費
0.01％

消防費
22.21％

給与費
75.09％

公債費
2.55％

10



ジオパーク通信

　洞爺湖周辺の実り豊かな大地をもっと宣伝したい！という思いから生まれた洞爺湖町オリジナルエコ
バック「大地のポケット」に、新たに 3つの図柄が加わりました。国の地方創生加速化交付金事業の採
択を受けて実現したもので、山陰海岸ジオパークである兵庫県豊岡市の鞄専門店で作られたバックです。
　このオリジナルエコバック（３種類のいずれか１枚）を抽選で 6人の方にプレゼントします。ぜひ、
このバックを持ち歩いて「世界ジオパークの町」の宣伝役になってください！ 
　希望する方は、はがきかファクス、もしくはＥメールで、下記内容をご記入のうえご応募ください。
　締切は 12月 29日（消印有効）です。当選は発送をもってかえさせていただきます。
※一度当選された方は対象となりませんのでご留意ください。

１．応募者の名前　　　　２．連絡先電話番号
３．届け先の住所（洞爺湖町内に限ります）
４．ジオクイズの答え

バックの図柄は絵本『11 万年のうえの
一日』から「小幌海岸」「リンゴ畑」「洞
爺湖温泉」の 3種類。※図柄の指定はで
きません
前回のジオクイズの答え：「減災」でした！

「大地の物語」を PR！
抽選で当たる！

第 65号
洞爺湖有珠山ジオパーク推進協議会

洞爺湖町役場内
☎（0142）74-3015ジオパーク通信

洞爺湖有珠山ジオパークだより

＜ジオクイズ＞
　2009年以降、洞爺湖有珠山ジオパークに研修にきた人たち
の国数は？
※答えはこのジオパーク通信内にあります。よ～く読んで答えてね。
～ 応募先 ～　〒 049-5692
洞爺湖町栄町 58番地　洞爺湖町役場ジオパーク推進課
※ファクスは　Fax 76-4727 まで　
※Ｅメールは　info@toya-usu-geopark.org　まで

　ユネスコ世界ジオパークに認定された地域には、世界各地のジオパークと
情報を共有し、より地域に適したジオパークになるよう、積極的な国際交流
や協力などが求められています。洞爺湖有珠山ジオパークは、どのようなこ
とで各地域と協力していけるのでしょうか？
　この地域には、活火山と共生してきた歴史、減災文化、人材育成などを学
ぶために、世界中からたくさんの人々が研修にやって来ます。2009 年から
今日まで、その数なんと 63カ国、599 人！洞爺湖有珠山ジオパークは、減
災教育や、大地の恵みを活かした地域づくりを実践する地域として、世界各
国にアイディアを提供しています。
　10月 17～ 19日には、インドネシア・ジャワ島の自治体職員 3名が訪れ
ました。ジャワ島にあるムラピ火山は 4～ 5年に一度噴火を繰り返す活火山
で、2010年にも大噴火を起こしています。そのため、いかに火山と共生し、
安全で豊かな暮らしをしていくかが地域の大きな課題です。当地域で減災教
育を実践している火山マイスターネットワークが受け入れを行い、被災遺構
を案内したり活動の内容を説明しました。当協議会からは、『ユネスコ世界ジ
オパークについて』と『火山マイスター制度ができた経緯』を紹介し、活発
な意見交換が行われました。

洞爺湖町  オリジナルエコバックで

コラム
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世界とつながるジオパーク
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「文化の秋」を彩る
文化祭で展示やステージ発表

　　月３日の文化の日に合わせて、洞爺湖町
　　総合文化祭（洞爺湖町文化団体協議会主
催）と洞爺湖町民文化祭（とうや文化協会主催）
が開催され、町内の文化サークルが作品の展示や
ステージ発表で活動の成果を披露しました。
　総合文化祭は、10月 28日から 30日まであ
ぶた体育館で展示部門、11月４日から５日に
は虻田ふれ合いセンターでステージ部門が行わ
れました。その他、町民囲碁大会や虻田吹奏楽
団定期演奏会も開催され、訪れた町民を楽しま
せました。
　一方、町民文化祭は洞爺総合センターで 11
月３日から５日まで展示部門、11 月 23 日に
はステージ部門が行われました。11月４日に
は、協力バザーとしてそば同好会によるそばが
販売され、人気を博しました。

　洞爺湖ロータリークラブ（新田裕基会長）が町内５小中学校に
図書を寄贈し、11月 15日に新田会長から遠藤教育長に手渡され

　長年にわたり納税思想の普及に尽力したと
して大西塡夫さん（温泉２区）に平成 29 年
度北海道社会貢献賞（納税功労者）が贈られ
ました。
　11 月７日には、役場町長室で表彰式が行
われ、胆振総合振興局早苗保穂副局長から表
彰状と副賞が授与されました。
　大西さんは平成３年「洞爺湖町納税貯蓄組
合連合会」理事に就任し、平成 13 年には、
同連合会会長、平成 19年には、「西胆振地区
納税貯蓄組合連合会」会長に歴任。以降、平
成 27 年に両連合会が解散するまで、地域の
組合に対する指導育成や納税思想の普及など
の活動が評価されました。大西さんは「この
歳になって受賞できると思わなかったので、
大変うれしい」と喜びの言葉を語りました。

　平成 29年度中学生の「税についての作文」コンクールで虻田
中学校の生徒が入選し、表彰伝達式が 11 月 17 日同校で行われ

　永年勤務されている優良従業員に対する表彰が行われました。
■全国商工会連合会長表彰（勤続 30年以上）
　田林智弘さん（株式会社　高橋建設）

洞爺湖ロータリークラブ 町内５小中学校図書寄贈

ました。図書は、１校３万円
以内で各校が希望した小説や
絵本などを合わせて約 100 冊。
新田会長は「子どもたちに自
ら考え創造する力を養っても
らいたい。」と話しました。

ました。式では、室蘭税務署
長賞を受賞した栁生琴梨さん
（虻田中１年）と洞爺湖町長賞
を受賞した国分龍之介さん（同
１年）に遠藤教育長から表彰
状と記念品が手渡されました。

洞爺湖町民文化祭

洞爺湖町総合文化祭

▶ステージ部門
「ストレッチン goo! の会」
▼展示部門

虻田中 栁生さんと国分さん 税の作文コンクールで表彰

永年勤続優良従業員表彰

大西塡夫さん
北海道社会貢献賞（納税功労者）受賞

▲ステージ部門
「創明音楽会　上田社中」
▲展示部門

記念撮影にのぞむ大西さん（右）と早苗副局長

受賞した国分さん（左）と栁生さん

遠藤教育長に図書を手渡す新田会長（右）
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日（曜） 行 事 時 間 　　　場 所
12月13日（水） 保育所開放 10：00 ～ 11：30 桜ヶ丘保育所（☎ 75-2088）

げんきクラブ 13：30 ～ 15：30 洞爺温泉病院（☎ 76-4006 ＜さわやか＞）
15日（金） 洞爺地区健康相談 ９：30 ～ 11：30 洞爺総合支所（☎ 82-5111）

親子ふれあい遊び 10：00　～ 11：30 地域交流センター（☎ 76-2008 ＜子育て支援センター＞）
20日（水） げんきクラブ 13：30 ～ 15：30 健康福祉センター（☎ 76-4006）
22日（金） 乳児健診 12：40 ～ 健康福祉センター（☎ 76-4006）

１月10日（水） げんきクラブ 13：30 ～ 15：30 洞爺温泉病院（☎ 76-4006 ＜さわやか＞）

１２月の健康・子育て・イベントカレンダー

河岸　禾純ちゃん
　（かすみ）

洋輔さん・悦子さん
９月 24日生　入４区

広報とうや湖　2017年12月19

場 所
桜ヶ丘保育所（☎ 75-2088）
洞爺温泉病院（☎ 76-4006 ＜さわやか＞）

１２月の健康・子育て・イベントカレンダー

　西胆振地域では、住民の皆さんの医療・保健情報を共有することで、より安全で質の高
い医療・介護・健康サービスを提供できるように、地域医療介護情報ネットワークシステ
ム「スワンネット」を平成 30年１月から稼働することになりました。
　このシステムは、病院、医科診療所、歯科診療所、薬局、介護事業所などの施設が参加して、
一つのネットワーク上で情報を共有するものです。

スワンネット
医療・介護の情報をつなげる新しいシステムが始まります

■日　時　平成30年１月17日（水）　
　　　　　　18時 30分～
■場　所　室蘭市市民会館

　このシステムは、国が定めるガイドラインに沿って、強固なセキュリティ対策を行って
います。ネットワークに参加している施設には厳格な規約やルールが定められ、遵守する
ことが義務付けられているため、個人情報の漏れはありません。
　また、ネットワークに参加している施設の職員も参照できる情報や機能に制限が設けら
れているほか、本来の目的外で利用することを厳しく禁じています。

こんに
ちは赤ちゃん

　ご家族の深い愛
情につつまれて誕
生したプリンスと
プリンセスのご紹
介です。ご家族は
「早く大きくなーれ」と成長を
楽しみにしていることでしょ
う。いろいろな可能性を秘め
て、洞爺湖町に誕生して赤ちゃ
ん。その純粋な瞳は何を見つ
めているのでしょうか？

　このシステムは、多くの住民が参加することによ
り、各施設で活用され、利便性が向上していくこと
になります。現在、病院や介護サービスの利用がな
くても参加可能ですので、多くの皆さんの加入をお
願いします。
■詳　細　西胆振クラウド型高機能 EHR 事業推進
協議会事務局（☎ 0143-45-4393）＜室蘭市東町
４丁目２０－６室蘭登別保健センター１階＞

スワンネットスワンネット
～地域医療介護情報ネットワークシステム～

～新たな地域医療介護連携ネットワーク～
「スワンネット」開設記念講演

1 別の医療機関などでの治療や薬の状況を説明する手間が少なくなります。
2 自分の医療情報・薬・体質に関する情報が共有されるため、救急搬送されたときにも安心です。
3 情報が共有されるため、他の施設での検査や薬の重複が少なくなります。
4 災害のときにも、情報を残すことができ、治療や介護を継続しやすくなります。

中核病院
・市立室蘭総合病院
・製鉄記念室蘭病院
・日鋼記念病院
・伊達赤十字病院
・洞爺協会病院・洞爺協会病院

あなた

かかりつけ医
他科診療所

歯科診療所

健診センター
薬局

訪問看護・
　　介護施設

スワンネットの四つのメリット浅利　朔太朗くん
　      （さくたろう）

弘樹さん・亜由美さん
９月 20日生　美沢西
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自然と寄り添った暮らしを楽しむ

（洞爺第４）
友 田 直 之さん

男 ………………… 4,228 人
女 ………………… 4,843 人
計 ………………… 9,071 人
世帯 …………… 4,979 世帯

（－13）
（－46）
（－59）
（－41）

人口と世帯の動き10月31日現在（先月比）

11月 17日開校したコンサドーレジュニア
サッカースクール洞爺校で真剣に取り組む子どもたち
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インタビュアー
地域おこし協力隊
秦野　孝慎

　
ラ
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献
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て
く
れ
ま
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た
。

秦野　孝慎

　平成30年（2018年）
は、明治元年（1868年）
から起算して満150年に当
たります。政府では、「明
治150年」関連施策とし
て、地方公共団体や民間も

明治の歩みをつなぐ、伝える

含めて、全国で取り組みを推進しています。
　詳しくはホームページをご覧ください。
http://www.kantei.go.jp/jp/singi/meiji150/portal/
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